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第５回　秩父市立中学校部活動地域移行推進協議会　議事録 

日時　令和７年　１月２３日（木） 

１５：００～１６：３０ 

会場　秩父市福祉女性会館　会議室 

1　開会　１５：００（参加委員１０名） 

 

2　挨拶　 秩父市教育委員会教育長　 

　　　　  秩父市立中学校部活動地域移行推進協議会長 

3　情報提供 

　　中間報告及び答申案の内容、現時点での取組状況について説明 

 

4　協議 

（1）答申（案）について 

　《中間報告からの追記・変更について》　 

　　・今回は、「休日の部活動の地域移行」という諮問のため、その点を各項目で強調する表記とした。 

　　・移行後の地域クラブ活動における秩父市教育委員会および学校のかかわり（役割）を追記した。 

　《１　はじめに》 

　　・地域移行していくメリットをピックアップできると良い。 

　　　→リーフレットに掲載したメリットの文章を一部引用し挿入する。 

　《２　現状と課題》 

　　・現在の部活動について「人数の減少」という文言の対象は、生徒のことなのか、指導できる教

　　　職員のことなのか明確にしたほうがよい。→所属部員である生徒の人数であることを明記する。 

　《３　休日の部活動の地域移行に係る改革の基本方針》 

・「中間報告」では基本方針の前段階の事項があったが、それを４の具体的施策へ落とし込み、基

本方針をより簡潔にした。 

　《４　休日の部活動の地域移行実現に向けた具体的施策》 

　　・今の中学校の先生方に指導者をやっていただけるよう、募集はしていかないのか。 

　　・答申は大人のものであり、クラブは子どものもので、自分たちのもの。子ども同士の会議体も

　　　設けるのも一案ではないか。→答申段階では生徒アンケートの結果を反映していく。 

　　・部活だから入っていた子たちは一定数いる。活動したい子たちの取り合い、活動したくない子

　　　たちの休日の過ごし方等、心配事も多い。→活動に「技能向上」だけでなく「楽しむ」ことを

　　　目的としたクラブもあることを紹介し参加を促していく。 

　《５　休日の合同部活動について》 

　　・「ゆるい」部活へのニーズも高い。合同部活動で行っても良いのではないか。 

→合同部活動は既存の部での合同活動となる。活動内容については、合同練習により技能の向

　上につながるものもあるが、他校生徒との交流の楽しさを味わうものもある。 

　《６　休日の地域クラブ活動について》 

　　・保護者としては「質の高い指導」という言葉が気になる。指導者の質をどのように確保するか。 

・「専門的な質の高い指導」とうたうと指導に携わろうとする者が集まらない恐れがある。「経験

　者による指導」くらいの表記ではどうか。→「経験者による指導」の表記にする。 

　　・部活動だと、通う学校の設置部の状況により、生徒が本当にやりたい種目・分野の活動に参加

　　　できる機会が平等に与えられていないが、地域クラブなら平等に与えられる。地域移行のメ　

　　　リットでもある。→4（1）ウに該当するメリットである。 
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　　・秩父の競技団体（○○連盟）は部活動になっている全ての種目にあるのか。 

　　　→あるが、「指導」となると難しい。指導者による温度差が出てきてしまう。 

　　　「競技の裾野を広げるためにみんなで楽しむ」という「普及」の観点で、生涯スポーツにつな

　　　　がる取組として各競技連携が地域クラブ活動に関われるとよい。 

　　・競技団体等が受入する場合、費用負担は受益者負担となるのか。補助金等が出るのか。 

　　　→次年度以降検討していきたい。 

　　・お金のかからない施設で活動できるように取り組めるようにしたい。 

　　・活動場所の取り合いが今後予想される。管轄部署で平等性の担保をお願いしたい。 

→秩父市立小・中学校の学校施設開放を活用できる。 

　　・早い段階で「（いつ）から部活動は実施しません」と、時期を切ったら動き出せる。 

　　　例えば「令和９年からやりません」と打ち出して、会場・指導者（教員）の確保を進めていく

　　　と良いのではないか。 

　　・障害を持つ子の参加についても視点を持つと良い。 

→必要なことである。要検討。 

　　・指導者の最低条件は定める必要がある。教員以外の場合、講習受講歴や有資格者など。 

　　　ハラスメント対策などリスク管理をしていかないと、指導者のなり手が減る。 

　　　→4（2）オに位置付ける。 

　　・部活から地域クラブへ教職員の手から離れたときに、大会運営に係る課題が大きい。 

　《その他》 

　　・「休日」とあるが、「平日」についても考えていく必要があるのではないか。 

　　・「休日」「平日」の違いが、教員の立場としては難しい。指導者として、学校の部活動とクラブ

　　　指導者のどちらを選ぶのか迫られる。 

→今回は「休日」のみについて答申する。 

　《総括》 

・答申に向け、→下線部分について答申へ反映させる。また、地域クラブとして中学生受け入れ

　可能な団体を一覧表に増やしていく。 

 

5　 事務連絡  　次回の協議会は令和７年３月１８日（火）１５：００歴史文化伝承館ホールにて、 

　答申を最終検討する。その間、事務局より各委員へ意見を求め内容を修正。 

 

6   閉会　１６：３０ 

 


